〈研究ノート〉杜甫「進鵰賦表」訳注 by 谷口 眞由実 & Mayumi TANIGUCHI
〈研究ノート〉杜甫「進?賦表」訳注
著者 谷口 眞由実
雑誌名 中国文化 : 研究と教育
巻 77
ページ 88-98
発行年 2019-06-29
URL http://doi.org/10.15068/00157142
 
（88）
解
題
　
「
進
鵰
賦
表
（
鵰わし
の
賦
を
進
む
る
表
）」
は
、
杜
甫
が
「
鵰
賦
（
鵰
の
賦
）」
を
玄
宗
皇
帝
に
献
上
す
る
の
に
際
し
て
、
献
上
の
理
由
を
述
べ
た
表
で
あ
る
。「
表
」
は
、
文
体
名
の
一
つ
で
、
事
理
を
明
ら
か
に
し
て
君
主
に
告
げ
る
文
で
あ
る
）
（
（
。
　
杜
甫
が
「
鵰
の
賦
を
進
む
る
表
」
及
び
「
鵰
賦
」
を
作
成
し
、
玄
宗
皇
帝
に
献
上
し
た
の
は
、
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
◯
一
四
年
）
で
は
仇
兆
鰲
の
説
に
「
表
中
に
『
七
歳
自よ
り
綴
る
筆
、
四
十
年
に
向
な
ん
な
んと
す
』
と
あ
り
、
制
作
年
次
は
、
杜
甫
が
『
三
大
礼
賦
』
を
進
め
た
後
で
、
天
宝
十
三
載
に
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
を
踏
ま
え
て
、
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
）
の
こ
と
と
す
る
）
（
（
。
制
作
年
次
を
天
宝
十
三
載
と
す
れ
ば
、
杜
甫
は
天
宝
十
載
に
献
じ
た
賦
「
三
大
礼
賦
」
が
称
賛
さ
れ
て
玄
宗
の
目
に
と
ま
り
、
集
賢
院
に
待
制
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
沙
汰
の
な
い
な
か
、
抜
擢
さ
れ
仕
官
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
　
当
該
作
品
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
論
文
と
し
て
、
吹
野
安
「『
進
雕
賦
表
』
発
想
考
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
十
三
巻
五
号
、
一
九
八
二
年
五
月
、
一
頁
～
十
二
頁
）
が
あ
る
。
吹
野
氏
は
、
こ
の
文
章
は
陳
情
と
自
身
の
推
薦
を
兼
ね
る
自
己
推
薦
の
文
で
あ
り
、
政
治
性
・
思
想
性
は
薄
い
一
方
、
上
表
文
と
し
て
は
世
俗
か
ら
超
越
し
た
趣
き
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
「
鵰
賦
」
は
、
表
面
的
に
は
「
鵰
」
を
詠
じ
た
詠
物
的
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
自
身
の
理
想
像
を
「
鵰
鶚
」
に
託
し
て
現
在
の
朝
廷
の
政
治
を
諷
刺
す
る
と
と
も
に
、
皇
帝
に
自
分
こ
そ
が
大
臣
と
し
て
有
為
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
仕
官
を
求
め
る
自
己
推
薦
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。「
鵰
賦
」
に
つ
い
て
は
、
別
途
訳
注
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
次
に
、
全
篇
の
内
容
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
訳
注
で
は
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』
を
底
本
と
し
（
詳
細
は
後
述
）、
 　
　
杜
甫
「
進
鵰
賦
表
」
訳
注
　
　
　
　
　　
谷　
口　
眞
由
実　
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当
該
書
に
な
ら
い
全
体
を
三
段
に
分
け
る
）
（
（
。
　
第
一
段
落
は
、「
臣
甫
言
」
か
ら
「
師
之
」
ま
で
。
先
祖
の
称
揚
や
、
自
身
の
家
が
儒
学
を
奉
じ
て
き
た
家
系
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
段
落
は
、「
臣
幸
」
か
ら
「
死
罪
」
ま
で
。
自
己
の
才
能
、
特
に
文
学
の
才
能
に
つ
い
て
、
賦
の
名
手
で
あ
る
揚
雄
や
枚
皐
ら
に
擬
え
て
自
負
を
述
べ
る
。
第
三
段
落
は
、「
臣
以
」
か
ら
「
謹
言
」
ま
で
。「
鵰
」
は
、
天
子
の
狩
猟
で
の
威
儀
を
添
え
る
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
臣
が
顔
色
を
厳
正
に
し
て
朝
廷
に
立
つ
姿
、
英
雄
の
た
た
ず
ま
い
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
　
な
お
、「
鵰
」
は
、「
進
鵰
賦
表
」
及
び
「
鵰
賦
」
に
お
い
て
は
「
鶚
」
と
同
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
史
記
』
巻
一
百
九
、
李
将
軍
列
伝
の
「
是
れ
必
ず
雕
を
射
る
者
な
り
」
の
索
隠
に
、「
案
ず
る
に
、
服
虔
云
う
、「
雕ちょ
うは
、
鶚がく
な
り
」
と
。
説
文
に
云
う
、「
鷲
に
似
て
、
黒
色
、
多
子
」
と
。
一
名
鷲
、
其
の
毛
を
以
て
矢
羽
を
作
る
。
韋
昭
云
う
、「
鶚
は
、
一
名
雕
な
り
」
と
」
と
あ
る
。
ま
た
、
杜
甫
「
鵰
賦
」
に
「
一
鶚
の
直
上
す
る
を
見
る
」、「
伊こ
れ
鷙
鳥　
百
を
累かさ
ぬ
る
も
、
…
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、『
文
選
』
巻
三
十
七
、
孔
融
「
薦
禰
衡
表
（
禰でい
こ
う衡
を
薦
む
る
表
）」
に
「
鷙
鳥　
百
を
累
ぬ
る
も
、
一
鶚
に
如
か
ず
。
衡
を
し
て
朝
に
立
た
し
め
ば
、
必
ず
観
る
べ
き
あ
ら
ん
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
孔
融
は
禰
衡
を
「
鶚
」
に
擬
え
て
抜
擢
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
李
善
注
に
は
、『
史
記
』
に
「
趙
簡
子
曰
く
、
鷙
鳥
百
を
累
ぬ
る
も
、
一
鶚
に
如
か
ず
と
」
と
あ
る
の
を
引
く
。
ほ
か
に
も
、『
文
選
』
巻
三
十
九
、
鄒すう
よ
う陽
「
上
書
呉
王
」（
呉
王
に
上
書
す
）
に
、「
臣
聞
く
、
鷙
鳥
百
を
累
ぬ
る
も
、
一
鶚
に
如
か
ず
と
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
「
猛
康
曰
く
、「
鶚
は
大
鵰
な
り
」
と
。
如
淳
曰
く
、「
鷙
鳥
は
諸
侯
に
比
し
、
鶚
は
天
子
に
比
す
」
と
」
あ
る
。
　
「
鵰
」
は
、『
類
聚
名
義
抄
』（
僧
中
）
に
「
禾わ
シ
・
オ
オ
禾わ
シ
・
ク
マ
タ
カ
」（
ク
マ
タ
カ
は
小
字
）
と
あ
り
、『
倭
名
類
聚
鈔
』（
巻
十
八
、
羽
族
名
）
の
「
鵰
鷲
」
に
、「『
唐
韻
』
に
云
う
、「
鶚
は
、
大
鵰
な
り
」
と
。
鵰
は
、
鷲
、
古
い
に
し
えの
和わ
し之
な
り
。
鶚
鳥
の
別
名
な
り
。
『
山
海
経
』
の
注
に
云
う
、「
鷲
は
、
小
鵰
な
り
」
と
）
（
（
」。
こ
こ
で
は
、
「
鵰
」
と
「
鶚
」
に
「
ワ
シ
」
の
和
訓
を
使
う
こ
と
と
す
る
。
訳
注
　
底
本
に
つ
い
て
は
、
谷
口
匡
「
杜
甫
『
説
旱
』
訳
注
」（『
中
国
文
化
』
第
七
十
六
号
、
二
◯
一
八
年
六
月
三
十
日
発
行
）
を
参
考
に
し
、
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』
を
用
い
、
校
勘
・
訳
注
に
は
『
宋
本
杜
工
部
集
』（
続
古
逸
叢
書
影
印
本
、
略
称
「
宋
本
」）、
宋
・
李
昉
等
『
文
苑
栄
華
』（
中
華
書
局
影
印
本
、
略
称
「
栄
華
」）、
宋
・
姚
鉉
『
唐
文
粋
』（
四
部
叢
刊
本
、
略
称
「
文
粋
」）、
元
・
高
崇
蘭
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
文
集
』（
元
・
会
文
堂
刊
本
天
理
図
書
館
善
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本
叢
書
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
』、
略
称
「
高
本
」）、
清
・
銭
謙
益
箋
注
『
杜
工
部
集
』（
大
通
書
局
杜
詩
叢
刊
影
印
本
『
銭
牧
斎
先
生
箋
注
杜
詩
』、
略
称
「
銭
本
」）、
清
・
朱
鶴
齢
輯
注
『
杜
工
部
文
集
』（
京
都
大
学
蔵
金
陵
葉
永
茹
万
巻
楼
刻
本
『
杜
工
部
全
集
』、
略
称
「
朱
本
」）、
清
・
張
溍
『
読
書
堂
杜
工
部
文
集
註
解
』（
大
通
書
局
杜
詩
叢
刊
影
印
本
、
斉
魯
書
社
排
印
本
、
略
称
「
張
本
」）、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局
排
印
本
、
略
称
「
仇
本
」）、
『
全
唐
文
』（
中
華
書
局
影
印
本
、
山
西
教
育
出
版
社
排
印
本
）、
謝
思
煒
『
杜
甫
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
◯
一
五
年
）
の
諸
本
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
文
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
一
部
正
字
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
訓
読
、
語
釈
で
は
校
勘
を
除
い
て
、
新
字
体
を
用
い
た
。
　
な
お
、
本
訳
注
は
、
筆
者
が
、
二
◯
一
八
年
五
月
二
十
六
日
に
杜
甫
散
文
研
究
会
（
於
東
京
女
子
大
学
）
で
草
稿
を
発
表
し
、
そ
こ
で
の
検
討
を
経
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
〔
題
〕
進
鵰
賦
表
鵰おお
わ
しの
賦
を
進
む
る
表
「
鵰
の
賦
」
を
皇
帝
に
献
上
す
る
表
進
鵰
賦
表　
英
華
は
「
鵰
賦　
并
進
表
」
に
作
る
。
銭
本
は
題
下
に
「
天
寶
三
載
」
と
注
し
て
い
る
。
全
唐
文
、
謝
本
は
「
鵰
」
を
「
雕
」
に
作
る
。「
鵰
」
は
猛
禽
類
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
高
木
正
一
氏
は
「
杜
甫
の
馬
・
鷹
の
詩
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
報
』
第
十
七
冊
、
一
九
六
二
年
十
月
）
で
は
、「
タ
カ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
解
題
で
先
述
の
よ
う
に
、「
鵰
」「
鶚
」
を
こ
こ
で
は
「
ワ
シ
」
と
訳
す
）
（
（
。
〔
一
〕
臣
甫
言
。
臣
之
近
代
陵
夷
、
公
侯
之
貴
摩
滅
、
鼎
銘
之
勲
、
不
復
照
曜
於
明
時
。
自
先
君
恕
預
以
降
、
奉
儒
守
官
、
未
墜
素
業
矣
。
亡
祖
故
尚
書
膳
部
員
外
郎
先
臣
審
言
、
脩
文
於
中
宗
之
朝
、
高
視
於
藏
書
之
府
。
故
天
下
学
士
、
到
于
今
而
師
之
。　
臣しん
甫ほ
言もう
す
。
臣しん
の
近きん
だ
い代
は
陵りょ
う
い夷
し
、
公こう
こ
う侯
の
貴き
も
摩まめ
つ滅
し
、
鼎てい
銘めい
の
勲いさ
お、
復ま
た
明めい
じ時
に
照しょう
よ
う曜せ
ず
。
先せん
く
ん君
恕じょ
・
預よ
自よ
り
以いこ
う降
、
儒じゅ
を
奉ほう
じ
官かん
を
守まも
り
、
未いま
だ
素そぎ
ょ
う業
を
墜お
と
さ
ず
。
亡ぼう
そ祖
故もと
の
尚
し
ょ
う
し
ょ書
膳ぜん
ぶ部
員いん
外がい
ろ
う郎
先せん
し
ん臣
審しん
げ
ん言
は
、
中ちゅう
そ
う宗の
朝ちょうに
修しゅう
ぶ
ん文た
り
て
、
蔵ぞう
し
ょ書
の
府ふ
に
高こう
し視
す
。
故ゆえ
に
天てん
か下
の
学がく
し士
、
今いま
に
到いた
る
ま
で
之これ
を
師し
と
す
。
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私わた
く
し杜
甫
が
申
し
上
げ
ま
す
。
私
に
近
い
時
代
の
杜
氏
の
祖
先
の
状
況
は
、
次
第
に
衰
え
、
諸
侯
の
よ
う
な
高
貴
な
位
に
就
く
者
も
減
少
し
て
、
鼎
に
彫
り
込
ま
れ
る
よ
う
な
赫
々
た
る
勲
功
が
、
天
下
泰
平
の
御
代
に
燦
然
と
輝
く
こ
と
は
も
う
な
く
な
り
ま
し
た
。（
し
か
し
、）
祖
先
の
杜と
恕じょ
や
杜ど
預よ
よ
り
以
降
、
歴
代
の
先
祖
は
儒
学
を
奉
じ
て
官
職
に
つ
と
め
、
我
が
家
本
来
の
仕
事
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
亡
祖
父
の
元
の
尚
書
膳
部
員
外
郎
と
し
て
お
仕
え
し
ま
し
た
杜とし
ん
げ
ん
審
言
は
、
中
宗
の
朝
廷
に
お
い
て
修
文
館
直
学
士
を
務
め
、
著
作
郎
と
し
て
文
章
に
高
い
見
識
を
現
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
天
下
中
の
学
士
た
ち
が
、
今
な
お
杜
審
言
を
師
と
仰
い
で
お
り
ま
す
。
近
代　
近
い
世
代
の
祖
先
。
祖
父
や
父
親
ら
先
代
を
指
す
。『
晋
書
』
巻
三
十
三
、
何かし
ょ
う劭
伝
に
「
近きん
だ
い代
の
事
を
陳ちん
せ
つ説
す
る
こ
と
、
諸これ
を
掌たな
ご
こ
ろ
に
指
す
が
若ごと
し
」
と
あ
る
。
陵
夷　
地
勢
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
へ
と
な
だ
ら
か
に
下
る
こ
と
。
物
事
が
次
第
に
衰
え
す
た
れ
る
。
杜
甫
の
祖
父
杜
審
言
、
杜
閑
ら
が
官
職
の
面
で
は
あ
ま
り
高
位
で
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。『
漢
書
』
巻
十
、
成
帝
紀
に
「
帝てい
お
う王
の
道みち
、
日ひ
〻
に
以もっ
て
陵りょ
う
い夷
す
」
と
あ
る
。
公
侯
之
貴　
公
爵
や
侯
爵
な
ど
の
高
貴
な
位
。
祖
先
杜
預
が
か
つ
て
当
陽
県
侯
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
鼎
銘　
か
な
え
に
彫
り
込
ま
れ
た
か
が
や
か
し
い
功
名
。
照
曜　
照
り
輝
く
。『
文
選
』
巻
八
、
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
に
「
煌こう
こ
う煌
扈こ
こ扈
と
し
て
、
鉅きょ
や野
に
照しょう
よ
う曜す
」
と
あ
る
。
朱
本
は
「
曜
」
を
「
炤
」
に
、
仇
本
は
「
照
曜
」
を
「
炤
耀
」
に
作
る
。
全
唐
文
は
「
曜
」
を
「
耀
」
に
作
る
。
明
時　
平
和
に
治
ま
っ
て
い
る
世
の
中
。
先
君　
先
祖
。
杜
恕
や
杜
預
な
ど
杜
甫
の
祖
先
。
恕　
杜
恕
（
一
九
八
～
二
五
二
）
は
、
三
国
・
魏
の
人
。
字
は
務
伯
。
杜
預
の
父
で
、
杜
甫
の
十
四
代
前
の
祖
先
で
あ
り
、
気
位
が
高
く
剛
直
な
人
物
で
あ
っ
た
。
太
和
中
、
散
騎
黄
門
侍
郎
と
な
る
。
朝
廷
に
あ
っ
て
も
む
や
み
に
交
際
を
結
ば
ず
、
公
け
の
仕
事
に
専
念
し
た
。
つ
い
で
幽
州
刺
史
と
な
り
、
程
喜
に
劾
奏
さ
れ
、
章
武
郡
に
移
っ
て
卒
し
た
（『
三
国
志
』
魏
書
巻
十
六
、
杜
恕
伝
）。
預　
杜
預
（
二
二
二
～
二
八
四
）
は
杜
甫
の
十
三
代
前
の
祖
先
。
晋
の
人
。
恕
の
子
。
字
は
元
凱
。
諡
は
成
。
泰
始
中
、
河
南
尹
、
秦
州
刺
史
を
歴
任
し
、
度
支
尚
書
に
至
り
、
政
治
上
の
損
得
を
適
切
に
裁
量
し
た
の
で
、
世
間
の
人
々
は
杜
武
庫
と
称
し
た
。
後
、
官
は
鎮
南
大
将
軍
、
都
督
荊
州
諸
軍
事
。
呉
を
平
定
し
た
功
を
以
て
当
陽
県
侯
に
封
じ
ら
れ
、
杜
征
南
と
も
称
さ
れ
る
。
著
に
『
春
秋
左
氏
経
伝
集
解
』
な
ど
が
あ
る
（『
晋
書
』
巻
三
十
四
、
杜
預
伝
）。
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「
奉
儒
守
官
、
未
墜
素
業
矣
」
二
句　
杜
家
が
儒
学
を
尊
ん
で
奉
じ
、
官
職
に
つ
と
め
て
守
り
、
家
伝
統
の
仕
事
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。「
素
業
」
は
、
家
が
代
々
受
け
継
い
で
い
る
本
来
の
業
。
こ
こ
で
は
儒
官
。『
三
国
志
』
魏
書
巻
二
十
七
、
徐
胡
伝
の
評
に
「
徐じょ
ば
く邈
は
清せいし
ょ
う尚に
し
て
弘こう
つ
う通
、
胡こし
つ質
は
素そぎ
ょ
う業
貞てい
す
い粋
（
混
じ
り
け
が
な
く
美
し
い
）
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
文
選
』
巻
三
十
八
、
任じん
ぼ
う昉
「
爲
范
尚
書
譲
吏
部
封
侯
第
一
表
（
范
尚
書
の
為
に
吏
部
封
侯
を
譲
る
第
一
表
）」
に
「
臣
本
自
ら
諸
生
に
し
て
、
家
は
素
業
を
承
く
」
と
あ
る
。
亡
祖　
死
ん
だ
祖
父
杜
審
言
。
尚
書
膳
部
員
外
郎　
尚
書
省
の
礼
部
に
属
す
る
膳
部
の
員
外
郎
（
従
六
品
上
）。
先
臣　
死
亡
し
た
臣
下
。
君
主
に
対
し
て
、
祖
父
杜
審
言
を
指
す
。
審
言　
杜
審
言
（
六
四
五
？
～
七
◯
八
）
は
、
唐
、
襄
陽
の
人
。
字
は
必
簡
。
進
士
。
隰
し
ゅ
う
じ
ょ
う
城
尉
と
な
り
、
洛
陽
丞
に
累
遷
し
た
。
事
に
坐
し
て
吉
州
司
戸
に
貶
さ
れ
た
も
の
の
、
武
則
天
の
長
安
二
年
（
七
〇
二
）
に
著
作
佐
郎
を
拝
し
、
三
年
に
尚
書
膳
部
員
外
郎
に
遷
っ
た
。
文
章
に
優
れ
著
名
と
な
り
、
蘇
味
道
、
李
嶠
、
崔
融
と
と
も
に
「
文
章
四
友
」
と
称
さ
れ
、「
崔
李
蘇
杜
」
と
も
称
さ
れ
た
。
つ
い
で
中
宗
の
時
代
に
、
修
文
館
直
学
士
に
至
っ
て
卒
し
、
死
後
著
作
郎
を
贈
ら
れ
た
（『
新
唐
書
』
巻
二
〇
一
、
文
芸
伝
・
杜
審
言
、『
旧
唐
書
』
巻
一
百
九
十
上
、
文
苑
伝
・
杜
審
言
）。
「
脩
文
於
中
宗
之
朝
、
高
視
於
藏
書
之
府
」
二
句　
杜
審
言
は
、
中
宗
の
景
龍
元
年
（
七
〇
七
）
に
国
子
監
主
簿
に
招
か
れ
、
つ
い
で
二
年
に
修
文
館
直
学
士
を
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
死
後
、
著
作
郎
を
贈
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
優
れ
た
文
学
の
才
能
に
よ
っ
て
出
仕
し
た
こ
と
を
い
う
。「
高
視
」
は
、
高
い
所
を
見
る
こ
と
。
ま
た
、
高
み
よ
り
見
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
著
作
佐
郎
、
修
文
館
直
学
士
な
ど
の
文
官
と
し
て
高
い
見
識
を
現
す
こ
と
。『
文
選
』
巻
七
、
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
に
「
仰
ぎ
て
首
を
撟あ
げ
て
以
て
高
視
し
、
目
は
冥めい
け
ん眴
し
て
、
見
る
亡な
し
」
と
あ
り
、
張
九
齢
の
「
集
賢
殿
書
院
奉
勅
送
学
士
張
説
上
賜
燕
序
（
集
賢
殿
書
院
に
て
勅
を
奉
じ
て
学
士
張
説
の
賜
燕
に
上
る
を
送
る
の
序
）
に
「
前
古
を
高
視
す
る
に
、
独
り
今
に
在
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。「
蔵
書
之
府
」
は
、
秘
書
省
著
作
局
、
あ
る
い
は
門
下
省
修
文
館
の
こ
と
。
高
本
、
朱
本
、
張
本
、
謝
本
は
「
脩
」
を
「
修
」
に
作
る
。
学
士　
学
問
を
す
る
人
。
学
者
。『
史
記
』
巻
一
百
二
十
一
、
儒
林
伝
序
に
「
天てん
か下
の
学がく
し士
、
靡びぜ
ん然
と
し
て
風ふう
に
郷むか
う
」
と
あ
る
。
〔
二
〕
臣
幸
賴
先
臣
緒
業
、
自
七
歳
所
綴
詩
筆
、
向
四
十
載
矣
、
約
千
有
餘
篇
。
今
賈
馬
之
徒
、
得
排
金
門
、
上
玉
堂
者
甚
眾
矣
。
唯
臣
衣
不
蓋
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體
、
常
寄
食
於
人
、
奔
走
不
暇
、
只
恐
轉
死
溝
壑
。
安
敢
望
仕
進
乎
。
伏
惟
天
子
哀
憐
之
。
明
主
儻
使
執
先
祖
之
故
事
、
拔
泥
塗
之
久
辱
、
則
臣
之
述
作
、
雖
不
足
以
鼓
吹
六
經
、
先
鳴
數
子
、
至
於
沈
鬱
頓
挫
、
随
時
敏
捷
、
而
揚
雄
枚
皋
之
流
、
庶
可
跂
及
也
。
有
臣
如
此
、
陛
下
其
舍
諸
。
伏
惟
明
主
哀
憐
之
。
無
令
役
役
、
便
至
於
衰
老
也
。
臣
甫
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
頓
首
、
死
罪
死
罪
。
臣しん
幸さいわい
に
先せん
し
ん臣
の
緒しょぎ
ょ
う業に
頼よ
り
て
、
七しち
さ
い歳
自よ
り
綴つづ
る
所ところの
詩しひ
つ筆
、
四しじ
ゅ
っ
さ
い
十
載
に
向
な
ん
な
んと
し
て
、
約やく
千せん
ゆ
う
よ
有
餘
篇へん
な
り
。
今いま
賈か
・
馬ば
の
徒と
、
金きん
も
ん門
を
排はい
し
、
玉ぎょく
ど
う堂に
上のぼ
る
を
得う
る
者もの
は
甚はなはだ
衆おお
し
。
唯た
だ
臣しん
の
み
衣ころもは
体から
だを
蓋おお
わ
ず
、
常つね
に
人ひと
に
寄きし
ょ
く食
し
、
奔ほん
そ
う走
し
て
暇いとま
あ
ら
ず
、
只た
だ
溝こう
が
く壑
に
転てん
し死
せ
ん
こ
と
を
恐おそ
る
る
の
み
。
安いずくん
ぞ
敢あえ
て
仕しし
ん進
を
望のぞ
ま
ん
や
。
伏ふ
し
て
惟おも
ん
み
る
に
天てん
し子
之これ
を
哀あい
れ
ん憐
せ
よ
。
明めい
し
ゅ主
儻も
し使
先せん
ぞ祖
の
故こ
じ事
を
執と
り
て
、
泥でい
と塗
の
久
き
ゅ
う
じ
ょ
く
辱
よ
り
抜ぬ
か
ば
、
則すなわ
ち
臣
の
述じゅっ
さ
く作、
以もっ
て
六りく
け
い経
を
鼓こす
い吹
し
、
数すう
し子
に
先せん
め
い鳴
す
る
に
足た
ら
ず
と
雖いえど
も
、
沈ちん
う
つ鬱
・
頓とん
ざ挫
、
随ずい
じ時
・
敏びんし
ょ
う捷に
至いた
り
て
は
、
揚よう
ゆ
う雄
・
枚ばい
こ
う皋
の
流りゅう、
跂き
及きゅ
うす
可べ
き
に
庶ちか
き
な
り
。
臣しん
の
此か
く
の
如ごと
き
有あ
ら
ば
、
陛へい
か下
其そ
れ
諸これ
を
舎す
て
ん
や
。
伏ふ
し
て
惟おも
ん
み
る
に
明めい
し
ゅ主
之これ
を
哀あい
れ
ん憐
せ
よ
。
役えき
え
き役
と
し
て
、
便すな
わち
衰すい
ろ
う老
に
至いた
ら
し
む
る
無な
か
れ
。
臣しん
甫ほ
誠まこ
とに
惶おそ
れ
誠まこと
に
恐おそ
る
。
頓とん
し
ゅ首
頓とん
し
ゅ首
。
死しざ
い罪
死しざ
い罪
。
私
は
幸
い
に
先
君
に
お
仕
え
し
た
亡
き
祖
父
杜
審
言
の
事
業
の
お
蔭
で
、
七
歳
か
ら
綴
っ
た
詩
文
の
数
は
、
今
や
そ
れ
か
ら
四
十
年
に
近
づ
い
て
、
約
千
余
篇
を
数
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
漢
の
賈
誼
や
司
馬
相
如
の
よ
う
に
文
章
の
才
能
が
あ
る
者
た
ち
は
、
天
子
の
金
門
を
開
い
て
玉
堂
へ
と
上
っ
た
も
の
が
大
勢
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
だ
け
は
衣
服
が
体
を
覆
う
の
に
た
ら
ず
、
常
に
よ
そ
様
に
寄
食
し
て
、
東
へ
西
へ
と
走
り
回
っ
て
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
ど
ぶ
や
溝
に
落
ち
て
野
た
れ
死
に
す
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
し
ま
つ
で
す
。（
そ
の
よ
う
な
状
態
で
す
か
ら
）
ど
う
し
て
、
進
ん
で
仕
官
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
り
す
る
で
し
ょ
う
か
。
私
が
謹
ん
で
考
え
ま
す
に
、
天
子
様
に
は
、
ど
う
か
私
を
不
憫
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
英
明
な
る
陛
下
が
、
も
し
私
の
先
祖
が
あ
げ
た
輝
か
し
い
勲
功
の
例
を
お
取
り
上
げ
に
な
り
、
長
く
汚
泥
に
ま
み
れ
て
い
た
恥
辱
か
ら
抜
擢
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
な
ら
ば
、
私
の
著
述
は
、
儒
家
の
根
本
思
想
で
あ
る
六
経
を
勢
い
づ
け
、
先
秦
の
諸
子
よ
り
ま
さ
る
に
は
不
十
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
重
く
深
い
情
感
や
、
と
ど
こ
お
る
表
現
、
ま
た
時
に
応
じ
た
表
現
や
す
ば
や
い
転
換
な
ど
、
文
章
表
現
上
で
の
変
幻
自
在
さ
で
は
、
揚
雄
や
枚
皋
の
よ
う
な
詩
文
に
優
れ
た
と
も
が
ら
に
も
、
ほ
ぼ
追
い
つ
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
才
あ
る
臣
下
が
い
る
と
す
れ
ば
、
陛
下
は
お
見
捨
て
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に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
い
や
お
見
捨
て
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
考
え
て
み
ま
す
に
天
子
様
に
は
、
ど
う
か
私
を
不
憫
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
に
労
苦
さ
せ
、
こ
の
ま
ま
年
を
取
っ
て
老
け
込
ま
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
臣
下
で
あ
る
私
杜
甫
は
恐
れ
か
し
こ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
頼　
幸
い
に
お
か
げ
を
蒙
む
る
。
緒
業　
祖
先
が
後
に
残
し
た
事
業
。
仕
事
。
「
自
七
歳
所
綴
詩
筆
、
向
四
十
載
矣
、
約
千
有
餘
篇
」
三
句　
七
歳
か
ら
作
っ
て
き
た
詩
文
は
、
今
や
四
十
年
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
約
千
余
篇
に
の
ぼ
る
。
杜
甫
の
「
壮
遊
」（『
詳
注
』
巻
十
六
）
に
も
、
「
七
齢
思
い
即
ち
壮
な
り
、
口
を
開
き
て
鳳
凰
を
詠
ず
」
と
あ
る
。
「
詩
筆
」
は
、
詩
歌
と
文
章
。「
向
」
は
、
近
づ
く
、
接
近
す
る
。
こ
の
年
、
杜
甫
は
四
十
三
歳
と
な
り
、
執
筆
期
間
は
、
七
歳
か
ら
数
え
る
と
三
十
六
年
と
な
り
四
十
年
に
近
づ
い
て
い
る
。「
千
有
餘
篇
」
と
い
う
数
は
、
虚
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
杜
甫
が
若
い
時
期
に
創
作
し
て
い
た
詩
文
は
か
な
り
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
作
品
の
多
く
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
賈
馬　
漢
の
賈
誼
と
司
馬
相
如
の
併
称
。
共
に
文
章
家
と
し
て
名
前
が
あ
っ
た
。『
晋
書
』
巻
九
十
二
、
文
苑
伝
に
「
西せい
と都
の
賈か
・
馬ば
は
、
霊れい
じ
ゃ蛇
を
掌しょう
あ
く握
に
耀かがや
か
せ
、
東とう
か
ん漢
の
班はん
・
張ちょう
は
、
雕
ち
ょ
う
り
ょ
う
龍
を
綈てい
さ
ん槧
に
発はっ
す
」
と
あ
る
。
排
金
門
、
上
玉
堂　
天
子
の
門
を
押
し
開
い
て
宮
殿
に
上
る
。
朝
廷
で
重
用
を
受
け
る
に
至
る
こ
と
。「
排
」
は
、
押
し
開
く
。「
金
門
」
は
、
漢
代
の
宮
門
の
名
で
、
金
馬
門
の
こ
と
。「
玉
堂
」
は
、
漢
代
の
宮
殿
の
名
で
、
元
は
未
央
宮
の
属
殿
玉
堂
署
を
い
う
。
い
ず
れ
も
学
者
が
詔
を
待
つ
所
。
後
世
、
翰
林
院
や
翰
林
学
士
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。『
三
国
志
』
魏
書
巻
十
九
、
陳
思
王
伝
に
「
金きん
も
ん門
を
排
お
し
ひ
らき
、
玉ぎょ
く
へ
い
陛
を
踏ふ
む
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
文
選
』
巻
四
十
五
、
揚
雄
「
解かい
嘲とう
」
に
「
今
吾
子
幸
い
に
明
盛
の
世
に
遭
い(
中
略)
、
金きん
も
ん門
を
歴へ
て
、
玉ぎょ
く
ど
う
堂
に
上のぼ
る
を
得
る
こ
と
日ひ
有あ
り
」
と
あ
る
。
甚
眾　
朱
本
は
「
眾
」
を
「
多
」
に
作
る
。
「
唯
臣
衣
不
蓋
體
、
常
寄
食
於
人
、
奔
走
不
暇
」
三
句　
自
己
の
生
活
の
困
窮
を
い
う
。「
衣
不
蓋
體
」
は
、
衣
服
が
体
を
覆
う
の
に
十
分
で
な
い
。「
寄
食
於
人
」
は
、
他
人
の
家
に
身
を
寄
せ
て
生
活
す
る
。
い
そ
う
ろ
う
す
る
。『
史
記
』
巻
九
十
二
、
淮
陰
侯
伝
に
「
常つね
に
数しば
〻
其そ
の
下かき
ょ
う郷
南なん
し
ょ
う
昌
の
亭ていち
ょ
う長に
従したがっ
て
寄きし
ょ
く食
す
」
と
あ
る
。
困
窮
の
様
子
は
、
杜
甫
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
（
韋い
左さ
丞じょ
う
じ
ょ
う
丈
に
贈おく
り
奉たて
ま
つる
二にじ
ゅ
う
に
い
ん
十
二
韻
）」（『
詳
注
』
巻
一
）
に
「
朝あしたに
富ふ
じ児
の
門もん
を
叩たた
き
、
暮く
れ
に
肥ひ
ば馬
の
塵ちり
に
随したが
う
。
残ざん
ぱ
い杯
と
冷れい
し
ゃ炙
と
、
到いた
る
処ところ
に
潜ひそ
か
に
悲ひし
ん辛
す
」
と
あ
る
。
朱
本
、
張
本
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「
唯
」
を
「
惟
」
に
作
る
。
ま
た
、
朱
本
、
仇
本
は
「
常
」
を
「
嘗
」
に
作
る
。
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英
華
は
「
暇
」
を
「
」
に
作
る
。
「
只
恐
轉
死
溝
壑
。
安
敢
望
仕
進
乎
」
二
句　
野
た
れ
死
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
と
、
婉
曲
に
自
身
の
窮
迫
を
訴
え
る
こ
と
で
、
仕
官
の
望
み
を
述
べ
る
。「
転
死
」
は
、
溝
や
谷
で
倒
れ
た
状
態
で
死
ぬ
。
野
た
れ
死
に
し
て
埋
葬
さ
れ
な
い
こ
と
。「
溝
壑
」
は
、
み
ぞ
。
ど
ぶ
。『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
に
「
凶
き
ょ
う
ね
ん年
饑きね
ん年
の
と
き
、
君
の
民
の
老
弱
は
溝こう
が
く壑
に
転ころ
び
、
壮
者
は
散
じ
て
四しほ
う方
に
之ゆ
く
者
、
幾
千
人
な
り
」
と
あ
り
、『
史
記
』
巻
七
十
九
、
范はん
し
ょ睢
伝
に
「
使
臣
卒
然
と
し
て
溝
壑
を
塡うず
め
ん
こ
と
、
是
れ
事
の
知
る
べ
か
ら
ざ
る
者
の
三
な
り
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
酔
時
歌
」
に
「
但
だ
覚
ゆ　
高
歌
し
て
鬼
神
有
る
を
、
焉いずく
ん
ぞ
知
ら
ん　
飢き
し死
し
て
溝こう
が
く壑
に
塡うず
む
る
を
」（『
詳
注
』
巻
三
）
と
あ
る
。「
仕
進
」
は
、
官
職
に
つ
く
。
英
華
は
「
只
」
を
「
柢
」
に
、
文
粋
は
「
祗
」
に
、
仇
本
は
「
祇
」
に
作
る
。
伏
惟　
伏
以
に
同
じ
。
謹
ん
で
考
え
ま
す
に
。
下
位
の
者
が
上
位
の
者
に
対
す
る
謙
辞
。『
文
選
』
巻
三
十
七
、
李
密
「
陳
情
事
表
（
情
事
を
陳
ぶ
る
表
）」
に
「
伏ふ
し
て
惟おも
ん
み
る
に
聖
せ
い
ち
ょ
う朝
孝こう
を
以もっ
て
天てん
か下
を
治おさ
む
」
と
あ
る
。
天
子　
玄
宗
皇
帝
を
指
す
。
英
華
、
文
粋
、
仇
本
、
全
唐
文
は
、
「
天
子
」
を
「
明
主
」
に
作
る
。
明
主　
賢
明
な
天
子
。
明
君
。
英
華
、
文
粋
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「
明
主
」
の
語
な
し
。
儻
使　
も
し
。
も
し
く
は
。
仇
本
、
全
唐
文
は
「
儻
」
を
「
倘
」
に
作
る
。
執
先
祖
之
故
事　
校
注
は
、
祖
父
杜
審
言
が
則
天
武
后
に
よ
っ
て
重
ん
じ
ら
れ
た
先
例
を
指
す
、
と
す
る
。
長
安
二
年
（
七
〇
二
）、
武
后
は
杜
審
言
を
召
し
出
し
、
抜
擢
し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
祖
先
は
、
杜
審
言
だ
け
で
な
く
、
遠
祖
杜
預
を
含
め
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
抜
泥
塗
之
久
辱　
長
い
間
仕
官
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
低
い
地
位
や
境
遇
か
ら
、
抜
擢
し
て
重
用
す
る
こ
と
。
足
以　
仇
本
は
、「
足
以
」
を
「
能
」
に
作
る
。
鼓
吹
六
經　
六
経
（
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
つ
の
儒
家
の
経
典
）
を
高
く
宣
揚
す
る
。
先
鳴
數
子　
先
秦
の
諸
子
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
。「
先
鳴
」
は
、
さ
き
が
け
て
声
を
あ
げ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
一
年
の
「
州
し
ゅ
う
し
ゃ
く綽
曰いわ
く
、
平へい
い
ん陰
の
役えき
、
先ま
ず
二に
し子
鳴な
く
」
の
杜
預
注
に
「
自みずから
鶏とり
闘たた
かい
勝かち
ち
て
先ま
ず
鳴な
く
に
比ひ
す
」
と
あ
る
。「
數
子
」
は
、
先
秦
諸
子
。
沈
鬱
頓
挫　
「
沈
鬱
」
は
、
辞
句
が
停
頓
、
渋
滞
す
る
こ
と
。
ま
た
、
深
い
含
蓄
の
あ
る
表
現
。『
全
漢
文
』
巻
四
十
、
劉りゅう
き
ん歆「
與
揚
雄
書
（
揚
雄
に
与
う
る
書
）」
に
「
子
雲　
澹たん
が雅
の
才
、
沈
鬱
の
思
い
に
非
ず
ん
ば
、
経
年
鋭
精
し
て
、
以
て
此
の
書
を
成
す
能
わ
ず
」
と
あ
る
。
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「
頓
挫
」
は
、
表
現
方
法
の
一
つ
で
、
文
勢
を
変
化
さ
せ
、
強
い
筆
法
を
急
に
や
わ
ら
げ
る
叙
述
を
い
う
。『
文
選
』
巻
十
七
、
陸
機
「
文
賦
」
に
「
箴
は
頓
挫
し
て
清
壮
な
り
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
箴
は
得
失
を
譏き
し刺
す
。
故
に
頓
挫
し
て
清
壮
な
り
」
と
あ
る
。
隨
時
敏
捷　
迅
捷
で
適
宜
の
才
能
。「
随
時
」
は
、
時
に
し
た
が
っ
て
適
宜
に
行
動
す
る
こ
と
。
時
宜
に
応
じ
る
こ
と
。『
易
』
随
の
彖たん
に
「
大おお
い
に
亨とお
り
、
貞ただ
し
、
咎とが
無な
く
、
天てん
か下
時とき
に
随したがう
、
随ずい
じ時
の
義ぎ
、
大おお
い
な
る
か
な
」
と
あ
る
。「
敏
捷
」
は
、
す
ば
や
い
。『
西
京
雑
記
』
巻
三
に
、「
枚ばい
こ
う皋
の
文ぶんし
ょ
う章は
敏びん
し
つ疾
、
長ちょう
け
い卿の
製せい
さ
く作
は
淹えん
ち遅
な
り
、
皆みな
一いち
じ時
の
誉ほまれ
を
尽つ
く
す
。
而しこう
し
て
長ちょう
け
い卿
の
首しゅ
び尾
は
温おん
れ
い麗
に
し
て
、
枚ばい
こ
う皋
は
時とき
に
累るい
く句
（
煩
雑
な
句
）
有あ
り
。
故ゆえ
に
疾しっ
こ
う行　
善ぜん
せ
き跡
無な
き
を
知し
る
。」
と
あ
る
。
而　
朱
本
、
仇
本
は
「
而
」
の
字
な
し
。
揚
雄
枚
皋
之
流　
前
漢
の
辞
賦
の
大
家
揚
雄
や
枚
皋
の
よ
う
な
詩
文
に
優
れ
た
と
も
が
ら
。
宋
本
は
「
揚
」
を
「
楊
」
に
作
る
。
朱
本
、
仇
本
は
「
流
」
を
「
徒
」
に
作
る
。
庶　
ち
か
い
。
ほ
と
ん
ど
そ
れ
ら
し
い
。
跂
及　
企
て
て
及
ぶ
。
追
い
つ
く
。「
企
及
」。『
晋
書
』
巻
三
十
四
、
杜
預
伝
に
「
徳
は
以
て
企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
も
、
立
功
立
言
は
庶ち
か幾
か
る
べ
き
な
り
」
と
あ
る
。
朱
本
、
仇
本
は
「
跂
」
を
「
企
」
に
作
る
。
臣　
英
華
は
「
臣
」
を
「
人
」
に
作
る
。
陛
下　
天
子
の
敬
称
。
臣
下
が
天
子
を
直
截
に
さ
さ
な
い
で
、
階
段
の
下
に
い
る
近
臣
を
媒
介
に
し
て
間
接
に
い
う
。
舎　
と
ど
め
る
。
ほ
ど
こ
す
。
英
華
は
「
舎
」
を
「
捨
」
に
作
る
。
役
役　
身
や
心
を
労
す
る
さ
ま
。『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
「
終
身
役
役
と
し
て
、
其
の
成
功
を
見
ず
」
と
あ
る
。
惶
恐　
お
そ
れ
る
。「
惶
恐
再
拝
」
は
、
お
そ
れ
か
し
こ
ま
っ
て
再
拝
す
る
。
上
奏
文
の
末
尾
に
用
い
て
敬
意
を
表
す
言
葉
。
頓
首
頓
首
、
死
罪
死
罪　
上
奏
文
の
末
尾
に
用
い
て
敬
意
や
恐
縮
の
意
を
表
す
言
葉
。「
頓
首
」
は
も
と
の
意
は
、
頭
を
地
面
ま
で
下
げ
地
面
に
う
ち
つ
け
る
敬
礼
。「
死
罪
」
は
死
に
相
当
す
る
罪
の
意
。
〔
三
〕
臣
以
爲
鵰
者
、
鷙
鳥
之
殊
特
。
搏
擊
而
不
可
當
。
豈
但
壯
觀
於
旌
門
、
發
狂
於
原
隰
。
引
以
爲
類
、
是
大
臣
正
色
立
朝
之
義
也
。
臣
竊
重
其
有
英
雄
之
姿
。
故
作
此
賦
、
實
望
以
此
達
於
聖
聰
矣
。
不
揆
蕪
淺
、
謹
投
延
恩
匭
、
進
表
献
賦
以
聞
。
謹
言
。
臣しん
以お
も為
え
ら
く
鵰わし
な
る
者もの
は
、
鷙しち
ょ
う鳥
の
殊しゅ
と
く特
な
り
。
搏はく
げ
き撃
す
る
も
当あた
る
べ
か
ら
ず
。
豈あ
に
但た
だ
に
旌せい
も
ん門
に
壮そう
か
ん観
に
し
、
原げんし
ゅ
う隰に
発はっき
ょ
う狂す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
引ひ
き
て
以もっ
て
類るい
と
為な
さ
ば
、
是こ
れ
大だい
じ
ん臣
の
色いろ
を
正ただ
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し
朝ちょうに
立た
つ
の
義ぎ
な
り
。
臣しん
竊ひそ
か
に
其そ
の
英えい
ゆ
う雄
の
姿
す
が
た
有あ
る
を
重おも
ん
ず
。
故ゆえ
に
此こ
の
賦ふ
を
作つく
り
て
、
実まことに
此これ
を
以もっ
て
聖せい
そ
う聰
に
達たっ
せ
ん
こ
と
を
望のぞ
む
。
蕪ぶせ
ん浅
を
揆はか
ら
ず
、
謹つつ
し
ん
で
延えん
お
ん
き
恩
匭
に
投とう
じ
、
表ひょうを
進すす
め
賦ふ
を
献けん
じ
て
以もっ
て
聞ぶん
す
。
謹つつ
し
ん
で
言もう
す
。
私
が
思
い
ま
す
に
、
鵰
と
い
う
鳥
は
、
鷹
や
隼
な
ど
猛
禽
類
の
中
で
も
特
別
優
れ
た
存
在
で
す
。（
他
の
鳥
が
）
撃
っ
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
天
子
の
狩
猟
の
際
の
立
派
に
飾
ら
れ
た
御
座
所
に
威
儀
を
添
え
、
平
原
や
湿
地
で
勇
猛
さ
を
発
揮
す
る
だ
け
の
存
在
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。（
い
や
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
た
と
え
る
な
ら
、（
そ
れ
は
）
大
臣
が
顔
色
を
厳
正
に
し
、
朝
廷
に
立
つ
正
し
い
姿
な
の
で
す
。
私
は
心
の
中
で
鵰
と
い
う
鳥
に
英
雄
の
た
た
ず
ま
い
が
あ
る
こ
と
を
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
鵰
の
賦
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
天
子
様
の
お
耳
に
達
す
る
こ
と
を
本
当
に
望
ん
で
お
り
ま
す
。
自
ら
の
見
識
が
あ
さ
は
か
で
あ
る
こ
と
を
は
か
ら
ず
、
天
子
様
の
設
置
さ
れ
て
い
る
延
恩
匭
に
こ
の
文
を
寄
せ
て
、
表
文
を
天
子
様
に
進
呈
し
、
鵰
の
賦
を
献
上
し
て
天
子
様
の
お
耳
に
入
れ
た
く
存
じ
ま
す
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
臣　
英
華
、
文
粋
は
「
臣
」
の
字
な
し
。
鵰　
全
唐
文
、
謝
本
は
「
鵰
」
を
「
雕
」
に
作
る
。
鷙
鳥　
あ
ら
あ
ら
し
い
鳥
。
鷹
、
隼
な
ど
の
猛
禽
類
。『
文
選
』
巻
三
十
二
、
及
び
『
楚
辞
』
の
戦
国
・
屈
原
「
離
騒
」
に
「
鷙しち
ょ
う鳥
の
群
せ
ざ
る
は
、
前
世
よ
り
し
て
固まことに
然しか
り
」
と
あ
り
、『
文
選
』
巻
十
三
、
晋
・
張
華
「
鷦
し
ょ
う
り
ょ
う
鷯
賦
」
に
「
蒼そう
よ
う鷹
は
鷙し
に
し
て
緤きずなを
受
く
」
と
あ
る
。
壮
観　
（
鵰
が
）
天
子
が
狩
猟
す
る
時
の
儀
仗
に
威
儀
を
添
え
る
。
旌
門　
天
子
が
行
幸
し
、
そ
こ
で
祭
り
な
ど
を
行
う
時
に
、
御
座
所
の
前
に
設
け
る
旗
で
飾
っ
た
門
。『
周
礼
』
天
官
・
掌
舎
に
「
帷いき
ゅ
う宮
を
為つく
り
、
旌せい
も
ん門
を
設もう
く
」。
こ
こ
で
は
、
天
子
の
狩
猟
の
際
の
立
派
な
御
座
所
を
い
う
。
發
狂　
鵰
が
狩
猟
時
に
常
軌
を
逸
し
た
よ
う
な
勇
猛
さ
を
発
揮
す
る
こ
と
。『
老
子
』
第
十
二
に
「
馳ちて
い騁
田でん
り
ょ
う
猟
は
、
人
の
心
を
し
て
発
狂
せ
し
む
」
と
あ
る
。
引
以
爲
類　
鵰
の
こ
の
よ
う
な
精
神
を
た
と
え
る
な
ら
ば
。
大
臣
正
色
立
朝　
こ
こ
で
は
、
鵰
の
高
潔
な
精
神
が
、
ち
ょ
う
ど
大
臣
が
顔
色
を
厳
正
に
し
て
朝
廷
に
立
つ
正
し
い
行
な
い
・
ふ
る
ま
い
に
符
号
す
る
こ
と
を
言
う
。『
春
秋
公
羊
伝
』
桓
公
二
年
に
「
孔こう
ふ父
色いろ
を
正ただ
し
て
朝ちょうに
立た
つ
」
と
あ
る
。
英
雄
之
姿　
鵰
の
勇
猛
で
何
も
の
も
恐
れ
な
い
素
質
、
姿
勢
。
望　
朱
本
は
「
望
」
の
字
な
し
。
聖
聰　
皇
帝
の
敬
称
。
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矣　
英
華
、
文
粋
、
仇
本
、
全
唐
文
は
「
矣
」
を
「
耳
」
に
作
る
。
不
揆
蕪
淺　
自
ら
の
見
識
の
浅
は
か
さ
を
は
か
ら
ず
。
延
恩
匭　
皇
帝
（
朝
廷
）
に
臣
下
が
直
接
意
見
を
投
じ
る
こ
と
の
で
き
る
投
書
箱
、
意
見
箱
。
唐
代
、
則
天
武
后
の
執
政
時
に
始
ま
り
、
銅
を
鋳
て
箱
を
作
っ
た
（『
新
唐
書
』
百
官
志
二
）。
専
ら
、
仕
官
を
求
め
る
者
が
賦
や
頌
を
献
ず
る
の
に
供
さ
れ
た
。『
唐
六
典
』
中
書
省
集
賢
院
史
館
匭
使
巻
九
に
記
載
が
あ
る
。（
６
）
（
獻
）
賦　
英
華
、
仇
本
は
「
賦
」
を
「
上
」
に
作
る
。
　　
注
（
1
）『
釈
名
』
巻
六
、
釈
書
契
に
「
下
上
に
言
う
を
表
と
曰
う
。
之
を
内
に
思
い
、
表
し
て
外
に
施
す
な
り
」
と
あ
り
、『
文
選
』
巻
三
十
七
、
表
の
李
善
注
に
「
表
と
は
、
明
ら
か
に
す
る
な
り
、
標あらわす
な
り
。
物
を
し
て
標
表
す
る
が
如
し
。
言い
う
こ
こ
ろ
は
事
序
を
標
著
し
、
之
を
し
て
明
白
な
ら
し
め
て
以
て
主
上
を
暁さと
し
、
其
の
忠
を
尽
く
す
る
を
得
さ
し
む
る
を
表
と
曰
う
」
と
あ
る
。
（
2
）「
鵰
賦
」
を
献
じ
た
の
は
「
三
大
礼
賦
」
に
先
だ
つ
と
し
、「
三
大
礼
賦
」
を
献
じ
た
の
が
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
で
あ
れ
ば
、「
鵰
賦
」
を
献
じ
た
の
は
天
宝
九
載
で
あ
る
と
す
る
説
（
黄
鶴
、
朱
鶴
齢
な
ど
）
も
あ
る
。
（
3
）
吹
野
氏
は
、
第
二
段
落
を
二
つ
に
分
け
、
全
四
段
と
す
る
。
（
4
）「
鵰
」
の
割
注
に
「
音
は
凋
。
和
名
は
於お
ほ保
和わ
し之
」
と
あ
る
。
（
5
）「
鶚
」
を
ミ
サ
ゴ
と
す
る
説
も
あ
る
。
（
6
）「
匭
使
院
、
知
匭
使
一
人
。
知
匭
使
は
天
下
の
冤
滞
に
甲
し
、
以
て
万
人
の
情
状
を
達
す
る
を
掌
る
。
匭
を
立
つ
る
の
制
、
一
房
四
面
に
し
て
、
各
〻
方
色
を
以
て
す
。
東
は
「
延
恩
」
と
曰
い
、
材
を
懐
き
器
を
抱
き
、
聞
達
を
希
む
者
之
に
投
ず
。
南
は
「
招
諫
」
と
曰
い
、
正
を
匡
し
過
を
補
い
、
政
理
を
裨たすく
る
者
之
に
投
ず
。
西
は
「
申
冤
」
と
曰
い
、
冤
を
懐
き
屈
を
負
い
、
辜
無
く
刑
を
受
く
る
者
之
に
投
ず
。
北
は
「
通
玄
」
と
曰
い
、
賦
を
献
じ
頌
を
作
り
、
諭
す
に
大
道
を
以
て
し
、
玄
象
を
渉
る
に
及
ぶ
者
之
に
投
ず
。
そ
の
匭
出
だ
す
に
は
辰たつの
前
を
以
て
し
、
入
る
に
は
未ひつ
じの
後
を
以
て
す
」
と
あ
る
。

（
長
野
県
立
大
学
）
